
キーワード：

Keywords:

激甚化する水害における健康危機と看護

Health Emergency and Nursing on Flood Disaster
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　昨今、激甚水害は、今や日本どこで起こっても不思議ではなく全ての地域社会で備える必要がある。日本の

保健医療対応は災害＝地震を想定し、直前の激甚災害の教訓に基づいた救急救護を中心とした画一的なマ

ニュアルや対応の傾向があるが、水害の特徴は、瞬時に起きるものではなく、夏場に多発し、高温多湿、豪

雨、台風などが断続的に伴う。発災時に避難する余地があり、生死が分かれる生存者に重症患者が多くな

い。建物の倒壊はないものの、被災家屋、家電がほぼ使えなり、避難移住も含め生活環境が悪化する。生活衛

生の悪化、感染症、熱中症のリスクが高まり、農作物被害、アクセス途絶に加えて食糧不足する。更には食中

毒予防のための限られた食材・調理法による栄養の偏りも見られる。また長期に渡る生活の変化は生活習慣

病、精神疾患も引き起こす。これらの健康被害は、包括的な環境改善と全人的なケアによってリスク削減が可

能であり、学際的で汎化性を見据えた議論が望まれる。
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